
≪臨地実習≫ 

授業科目 成人看護学実習Ⅰ 

担当講師 実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 2 単位 90 時間 開講年次 3 年次 前後期 

目的 
慢性期にある対象が健康状態を維持・改善し、その人の生活と折り合いをつけながら健康障害とと

もに生きていくことを支える看護実践を行うための基礎的能力を身につける。 

到達目標 

1．慢性期にある対象を全人的に理解する。 

2．慢性期にある対象の健康の回復過程を促進する支援を実践する。 

3．慢性期にある対象の生活の再構築に向けた支援を実践する。 

4．慢性期にある対象の生活の再構築に向けた保健医療福祉チームの一員としての役割と責任を果 

たす。 

学習内容 実習場所・実習時間 

１） 知識               

① 慢性期にある対象が健康を維持・改善し、その人の生活と折り合いをつけなが

ら健康障害とともに生きていくことを支えるために既習の知識を活用する。 

② 慢性期にある対象のセルフマネジメント力を引き出し高める意義と看護師の役

割を理解する。 

③ 慢性期にある対象の生活の再構築に向けた他職種連携と看護師の役割を理

解する。 

 

2）思考・判断・表現 

① 慢性期にある対象の健康状態の維持・改善に向けた支援を見出す。 

② 慢性期にある対象のセルフマネジメント力を引き出し高めるための支援を見出

す。 

③ 慢性期にある対象の生活の再構築に向けた支援を見出す。 

 

3）技能 

① 慢性期にある対象の健康状態の維持・改善に向けた支援を行う。 

② 慢性期にある対象のセルフマネジメント力を引き出し高めるための支援を行う。 

③ 慢性期にある対象の生活の再構築に向けた支援を行う。 

 

4）学びに向かう力、人間性 

① 慢性期にある対象の生活に関心をもって主体的に関わる。 

② 慢性期にある対象を支える看護を自ら探究する。 

③ 保健医療福祉チームの一員としての自覚を持ち、誠実に行動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習場所 

JCHO 神戸中央病院  

5 階西病棟 

透析室・健康管理センター 

 

 

実習時間 

実習オリエンテーション     1.5 時間 

 

病棟実習 8：30～16：00 

6.75 時間×8    54 時間 

 

透析室実習 8：30～16：00  

6.75 時間×2   13.5 時間 

 

健康管理センター実習 8：30～16：00 

6.75 時間×2   13.5 時間 

 

学内学習  1.5 時間×1     1.5 時間 

 

最終日 9：00〜16：00   6 時間  

      

評価方法 

評価基準 

＊所定時間の出席を満たし、実習中の内容を総合的に臨床実習指導者と担当教員で評価する。 

所定の評価表の評価内容、評価基準に沿って自己の達成度を確認し、評価する。 

 評価で 60点以上を合格とする。 



授業科目 成人看護学実習Ⅱ 

担当講師 実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 2 単位 90 時間 開講年次 3 年次 前後期 

目的 
急性期にある対象が生命の危機的状況や急激な健康状態の変化から速やかに回復することを目指した看

護実践を行うための基礎的能力を身につける。 

到達目標 

1．急性期にある対象を全人的に理解する。 

2．急性期にある対象の生命を維持し、健康状態の変化を予測しながら早期回復を促進するための援助を

行う。 

3．急激な健康状態の変化により生じる課題を全人的に捉え、対象と家族が対処し適応していくための支援

を行う。 

4．急性期にある対象の生命を守り、速やかに回復することを目指した保健医療福祉チームの一員としての

役割と責任を果たす。 

学習内容 実習場所・実習時間 

1）知識 

① 急性期にある対象が生命の危機的状況や急激な健康状態の変化から速やか

に回復することを目指した看護を行う上で必要な既習の知識を活用する。 

② 急性期にある対象に、予測・予防の視点を持って看護を行う重要性について

理解する。 

③ 急性期にある対象の生命を守り、速やかに回復するための医療チームの連携

と看護師の役割を理解する。 

 

2）思考・判断・表現 

① 既習の知識に基づいて情報を捉え、急激に変化しやすい健康状態を状況に

応じて判断する。 

② 急性期にある対象が生命を維持し、急激な健康状態の変化から速やかに回

復するための状況に応じた援助を見出す。 

③ 急性期にある対象を全人的に捉え、急激な健康状態の変化と回復過程に生じ

る課題に対象とその家族が対処し適応していくための状況に応じた支援を見

出す。 

 

3）技能 

① 既習の知識に基づいて情報を捉え、急激に変化しやすい健康状態を観察す

る。 

② 急性期にある対象が生命を維持し、急激な健康状態の変化から速やかに回

復するために必要な援助を行う。 

③ 急激な健康状態の変化により生じる課題に対象とその家族が対処し適応して

いくための支援を行う。 

 

4）学びに向かう力、人間性 

① 急性期の危機的状況にある対象の生命に関心を向ける。 

② 急性期にある対象と家族を支える看護を探究する。 

③ 保健医療福祉チームの一員としての自覚を持ち、誠実に行動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習場所 

JCHO 神戸中央病院   

  4 階東病棟・救急外来・高度治療室・

手術室 

 

 

実習時間 

実習オリエンテーション   1.5 時間            

 

病棟実習 8：30～16：00  

         6.75 時間×8      54時間 

 

救急外来・高度治療室実習 

          8：30～16：00   

6.75 時間×2    13.5 時間 

 

手術室   8：30～16：00   

6.75 時間×2     13.5 時間 

 

学内学習          1.5時間 

 

最終日 9：00～16：00   6 時間 

評価方法 

評価基準 

＊所定時間の出席を満たし、実習中の内容を総合的に臨床実習指導者と担当教員で評価する。 

所定の評価表の評価内容、評価基準に沿って自己の達成度を確認し、評価する。 

 評価で 60点以上を合格とする。 



授業科目 成人看護学実習Ⅲ 

担当講師 実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 2 単位 90 時間 開講年次 3 年次 前後期 

目的 
終末期にある対象が健康障害によって生じる課題に対処しながら最期の瞬間までよりよく生きる 

ことを目指した看護実践を行うための基礎的能力を身につける。 

到達目標 

1．終末期にある対象を全人的に理解する。 

2．終末期にある対象と家族の苦痛の緩和に向けた支援を実践する。 

3．終末期にある対象と家族が最期までよりよく生きるための支援を実践する。 

4．終末期にある対象と家族が最期までよりよく生きるための保健医療福祉チームの一員としての 

役割と責任を果たす。 

学習内容 実習場所・実習時間 

1）知識 

① 終末期にある対象が人生の最期の瞬間までよりよく生きるために必要な

看護実践に向けて既習の知識を活用する。 

② 終末期にある対象を全人的に理解し看護することの重要性を理解する。  

③ 終末期にある対象と家族が最期までよりよく生きるために必要なチーム

アプローチと看護師の役割を理解する。 

 

2）思考・判断・表現 

① 終末期にある対象の健康障害による症状緩和に向けた支援を見出す。 

② 終末期にある対象の全人的苦痛の緩和に向けた支援を見出す。 

③ 終末期にある対象と家族が最期までよりよく生きるための支援を見出す。 

 

3）技能 

① 終末期にある対象の健康障害による症状緩和に向けた支援を行う。 

② 終末期にある対象の全人的苦痛の緩和に向けた支援を行う。 

③ 終末期にある対象と家族が最期までよりよく生きるための支援を行う。 

 

4）学びに向き合う力、人間性               

① 終末期にある対象の人生に関心を向ける。 

② 終末期にある対象と家族を支える看護を探究する。 

③ 保健医療福祉チームの一員としての自覚を持ち、誠実に行動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習場所 

JCHO 神戸中央病院 

5 階東病棟・7 階西（緩和ケア）病棟 

                  

 

実習時間 

実習オリエンテーション    1.5 時間 

 

緩和ケア病棟実習 8：30～16：00 

        6.75 時間×3   20.25 時間 

 

病棟実習 8：30～16：00 

6.75 時間×8     54 時間 

 

学内学習 6.75＋1.5 時間  8.25 時間 

 

最終日 9：00～16:00        6 時間 

評価方法 

評価基準 

＊所定時間の出席を満たし、実習中の内容を総合的に臨床実習指導者と担当教員で評価する。 

所定の評価表の評価内容、評価基準に沿って自己の達成度を確認し、評価する。 

 評価で 60点以上を合格とする。 



授業科目 老年看護学実習Ⅱ 

担当講師 実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 2 単位 90 時間 開講年次 3 年次 前後期 

目的 
高齢者の生きてきた過程や大切にしていることを理解し、その人らしく生活することを目指した看

護実践に必要な基礎的能力を身につける。 

到達目標 

1．高齢者のその人らしい生活を高齢者、家族、生活環境、ヘルスケアシステムから統合的に理解    

する。 

2．高齢者の生活上の課題に対応した個別的な看護を実践する。 

3．高齢者の尊厳及び権利を尊重した援助を実践する。 

4．高齢者を取り巻く社会システムチームについて理解する。 

5．保健医療福祉チームの一員として役割と責任を果たす。 

学習内容 実習場所・実習時間 

1) 知識 

① 対象の加齢に伴う変化と健康状態からその人らしく生活することを考慮

した看護実践を行うために既習の知識を活用する。 

② 保健医療福祉チームにおける看護の機能と役割について理解する。 

③ 高齢者がその人らしく生活できるための老年看護の意義・役割を明らか

にする。 

 

2）思考・判断・表現 

① 対象の加齢に伴う変化と健康状態から現在の生活行動の根拠を思考す

る。 

② 対象の生きてきた過程や思いからその人らしさをふまえた生活を思考す

る。 

③ 高齢者を高齢者、家族、生活環境、ヘルスケアシステムから統合的に捉

え、その人らしさを踏まえたケアを思考し判断する。 

 

3）技能 

① 対象の特徴に合わせたコミュニケーションを行う。 

② 対象のその人らしく生活できることを踏まえたケアを実践する。 

③ 対象及び家族を尊重した対応を行う。 

 

4）学びに向かう力、人間性 

① 高齢者の特性や現在の健康状況と生活機能に関心をもち、主体的に学習

する。 

② 高齢者がその人らしく生活できるための視点から対象に関心をもち主体

的に学習する 

③ 高齢者の取り巻く社会システムに関心をもち探求する。 

④ 保健医療福祉チームの一員としての自覚を持ち誠実に行動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習場所 

JCHO 神戸中央病院附属     

介護老人保健施設   

 

 

実習時間 

実習オリエンテーション   1.5 時間            

 

介護老人保健施設実習 

8：30～16：00   

6.75時間×12        81時間 

 

学内学習          1.5時間                 

 

最終日 9：00～16：00     6 時間 

 

 

評価方法 

評価基準 

＊所定時間の出席を満たし、実習中の内容を総合的に臨床実習指導者と担当教員で評価する。 

所定の評価表の評価内容、評価基準に沿って自己の達成度を確認し、評価する。 

 評価で 60点以上を合格とする。 



授業科目 小児看護学実習 

担当講師 実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 2 単位 90 時間 開講年次 3 年次 前後期 

目的 
子どもの成長発達に応じた援助と、健康問題がある子どもとその家族に応じた看護実践に必要な

基礎的能力を身につける。 

到達目標 

1．子どもと家族に関心を持ち、健康状態と成長発達・生活との関連を理解する。 

2．子どもの健全な成長発達を図るために必要な援助を実践する。 

3．健康問題が子どもとその家族に及ぼす影響を把握し、健康回復に必要な看護を実践する。 

4．子どもの健やかな成長発達のための地域医療・保健・福祉・教育の連携の必要性について理解 

 する。                         

5．保健医療福祉チームの一員としての役割と責任を果たす。  

6．子どもの権利擁護をふまえた小児看護の役割を理解する。   

学習内容 実習場所・実習時間 

1）知識 

① 子どもの成長発達段階の特徴をふまえた健康問題を理解する。 

② 小児看護領域における多職種連携、地域連携の意義を理解する。 

③ 保健医療福祉の場で生じやすい倫理的問題を見出し、子どもの権利擁 

護をふまえた看護を理解する。  

 

2）思考・判断・表現 

① 子どもの成長発達の特徴を判断する。  

② 子どもの健康状況が日常生活や成長発達に及ぼす影響から必要となる 

看護を見出す。 

③ 子どもと家族の意思を尊重した援助を見出す。 

④ 子どもと家族に関連する社会保障制度と社会資源の活用について考え 

る。 

 

3）技能 

① 子どもの成長発達と健康状態に応じたコミュニケーションをとる。 

② 子どもの成長発達を促すために必要な日常生活の援助を実施する。 

③ 子どもの健康状態をふまえた上で、子どもの力を活かした援助を行う。 

 

4）学びに向かう力、人間性 

① 子どもと家族を取り巻く環境と生活に関心を向け、子どもの健やかな 

成長発達を目指す援助について追究する。 

② 保健医療福祉チームの一員としての自覚を持ち、誠実に行動する。 

 

 

 

実習場所 

① JCHO 神戸中央病院小児科外来 

② 保育園 

 ・認定こども園太陽の子保育園 

 ・認定こども園頌栄保育園 

 ・認定こども園西鈴蘭台頌栄保育園 

※いずれかの 1 施設が実習施設となる。 

③ 神戸少年の町 乳児院 

④ 神戸医療福祉センター 

にこにこハウス 

 

実習時間 

 実習オリエンテーション 1.5 時間 

 ①8：30～16：00 

6.75 時間×4     27 時間 

  

②施設別時間は下記のとおり 

6.75 時間×3   20.25 時間 

・認定こども園太陽の子保育園 

       8：30～16：00 

 ・認定こども園頌栄保育園 

       9：00～16：30 

 ・認定こども園西鈴蘭台頌栄保育園 

       8：30～16：00        

③9：00～16：30 

      6.75 時間×1 6.75 時間 

 

④9：00～16：30 

     6.75 時間×2 13.5 時間 

 

学内実習 

乳児院学内実習   6.75 時間 

実習準備（４月）   1.5 時間 

小児看護実習まとめ 6.75 時間 

                      15.0 時間 

 

実習最終日 9：00～16：00 

      6 時間×1   6 時間 

評価方法 

評価基準 

＊所定時間の出席を満たし、実習中の内容を総合的に臨床実習指導者と担当教員で評価する。 

所定の評価表の評価内容、評価基準に沿って自己の達成度を確認し、評価する。 

 評価で 60点以上を合格とする。 



授業科目 母性看護学実習 

担当講師 実務経験 ○有・無（臨床看護師・臨床助産師） 

単位・時間数 2 単位 90 時間 開講年次 3 年次 前後期 

目的 

妊娠、分娩、産褥期にある対象をとおして母性を理解し、対象とその家族に応じた看護を実践する基礎的

能力を身につける。 

 （対象=妊婦、産婦、褥婦および新生児） 

到達目標 

1．対象と家族に関心を持ち、対象の生理的経過と生活行動を総合的に理解する。 

2．対象と家族の健康を維持、促進するウェルネス型の看護を考える。 

3．対象や家族の経過をふまえ母性の特性を考慮したケアを行う。 

4．母子と家族を支える社会システムについて理解する。 

5．母性を支援する保健医療福祉チームの一員としての役割と責任を果たす。 

6．実習の学びを積み重ねて、いのちの誕生について考え、親性観、母性観を深める。 

学習内容 実習場所・実習時間 

1）知識 

① 対象の生理的経過と生活行動から母性の特性を考慮した看護実践を行う 

ために既習の知識を活用する。 

② 保健福祉医療チームの一員としての母性看護の意義・役割について理解 

する。 

③ 退院後の地域での子育て支援を理解し、切れ目ない母子への支援の 

重要性を理解する。 

 

2）思考・判断・表現 

① 対象の生理的経過、生活行動を正常な経過と対比して、健康状況を判断 

する。 

② 対象の健康状況から対象に必要なケアをウェルネスの視点で思考し判断 

する。 

③ 対象の健康状況や家族の状況に応じて、母子相互作用を豊かにする 

ケアを思考し判断する。 

 

3）技能 

① 対象の生理的経過の観察技術を行う。 

② 対象の特徴を考慮し、対象の状態が良い方向に経過するためのケアを 

行う。 

③ 対象の健康状況や家族の状況に応じて、母子相互作用を豊かにする 

ケアを行う。 

 

4）学びに向かう力、人間性 

① 対象の生理的経過と生活行動から健康状況について関心を持ち 主

体的に学習する。 

② 母子と家族を支える社会システムについて関心を持ち探究する。 

③ 新しいいのちの誕生を慈しみ、対象や家族の思いを大切に、対象や

家族に寄り添う。 

④ 保健医療福祉チームの一員としての自覚を持ち、誠実に行動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習場所 

①神戸市立児童館 泉台児童館 

②社会福祉法人 恩賜財団 

済生会兵庫県病院 

③マムクリニック 

④JCHO神戸中央病院附属看護専門学校 

時期や学生によって実習場所・時間が

異なる。 

 

 

実習時間 

オリエンテーション      1.5 時間            

  

①④8：30～16：00 (学内実習含む） 

 ②8：30～16：00  

 ③8：15～15：45 

   6.75 時間×12       81 時間 

 

学内学習         1.5 時間                 

 

最終日 9：00～16：00    6 時間 

 

      

評価方法 

評価基準 

＊所定時間の出席を満たし、実習中の内容を総合的に臨床実習指導者と担当教員で評価する。 

所定の評価表の評価内容、評価基準に沿って自己の達成度を確認し、評価する。 

 評価で 60点以上を合格とする。 



授業科目 在宅看護論実習 

担当講師 実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 2 単位 90 時間 開講年次 3 年次 前後期 

目的 
住み慣れた地域で在宅療養を支える地域包括ケアシステムと看護の役割を理解し、在宅療養を継続

するために支援していく基礎的能力を身につける。 

到達目標 

1．在宅療養を継続している対象の地域と生活に関心を持ち、生活上の課題を理解する。 

2．対象と家族を支える社会システムについて理解する。  

  3．在宅療養者と家族を支えるケアマネジメントと関係機関・関係職種との連携の実際と必要性を理

解する。 

4．在宅療養者と家族の特性を踏まえ、生活上の課題を考慮したケアを行う。 

5．保健医療福祉チームの一員として責任を果たす。 

6．実習の学びから在宅療養者と家族を支える地域包括ケアシステムの現状と地域包括ケアシステム

における看護の役割を理解する。 

学習内容 実習場所・実習時間 

1）知識 

① 疾患と年代が様々な療養者の生活に寄り添う看護実践をするために既

習の知識を活用する。 

② 在宅療養を支える多職種の連携と協働の実際から地域包括ケアシス  

テムの現状と看護の役割を理解する。 

 

2）思考・判断・表現 

① 療養者及び家族の生活環境から、健康状況に影響している因子と課題を

判断する。 

② 療養者の健康状況から、病状のコントロールを阻害する要因と起こりう

る変化の予測をする。 

③ 療養者及び家族のセルフケア能力に応じた看護を見出す。 

④ 療養者及び家族が望む在宅での生活を継続するための社会資源の活用

方法を判断する。 

 

3）技能 

① 療養者と家族の生活上の課題を、健康状態、生活環境、家族の状況、社

会資源の活用状況から総合的に観察する。 

② 療養者と家族のセルフケア能力に応じた援助を実施する。 

③ 療養者と家族を尊重し、意図的なコミュニケーションをとる。 

 

4）学びに向かう力、人間性 

① 療養者と家族が望む在宅での生活に関心を持つ。 

② 療養者と家族の生活上の課題と社会資源の活用に関心を持ち探求する。 

③ 保健医療福祉チームの一員としての自覚を持ち、誠実に行動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習場所 

①北鈴蘭台あんしんすこやかセンター 

②神戸中央病院附属居宅介護支援  

センター 

③神戸中央病院地域医療推進部 

④神戸中央病院外来 

⑤ 神 戸 中 央 病 院 附 属 訪 問 看 護    

ステーション 

 

 

実習時間 

実習オリエンテーション   1.5 時間 

①8：30～16：00 

6.75 時間×2    13.5 時間  

 

②8：30～16：00       6.75 時間 

 

③8：30～16：00       6.75 時間 

 

④8：30～16：00   

6.75 時間×2    13.5 時間 

 

⑤8：30～16:00   

6.75 時間×6     40.5 時間 

 

学内実習                 1.5 時間 

 

最終日 9：00～16：00    6 時間 

評価方法 

評価基準 

＊所定時間の出席を満たし、実習中の内容を総合的に臨床実習指導者と担当教員で評価する。 

所定の評価表の評価内容、評価基準に沿って自己の達成度を確認し、評価する。 

 評価で 60点以上を合格とする。 



授業科目 総合実習 

担当講師 実務経験 ○有・無（臨床看護師） 

単位・時間数 2 単位 90 時間 開講年次 3 年次 後期 

目的 
知識・技術・態度を統合し、医療チームの中で複数の対象のニーズに対応して看護を実践する基礎的

能力を身につける。 

到達目標 

１．看護チームにおけるマネジメントを総合的に理解する。 

2．医療チームの中で多職種と協働しながら、看護の役割と機能を理解する。 

3．複数の対象の健康状況、基本的ニードを理解し、個別性に応じた看護を判断する。 

4．複数の対象の看護を多重課題の中で優先順位を考え実践する。 

5．看護師としての自覚と責任、倫理観をもつ。 

学習内容 実習場所・実習時間 

１）知識 

① 実習のさまざまな体験から、医療チームの中での看護師の役割と機能について

理解する。 

② 看護チームの一員として複数の対象のニーズに対応した看護の意義を理解す

る。 

③ 実習の学びを積み重ねて、看護師としての倫理観を深める。 

 

2）思考・判断・表現 

① 医療チームにおける看護部、看護師長、看護師、多職種との連携について考え

る。 

② 看護チーム中での看護師長、チームリーダー、チームメンバーの役割について

考える。 

③ 複数の対象の健康状況や生活行動から対象のニーズに応じたケアを判断する。 

④ 複数の対象の看護の優先順位を判断する。 

 

3）技能 

① チームメンバーとして複数の対象のニーズに応じたケアを行う。 

② 多重課題の中で複数の対象の状況に応じて優先順位を考えながら看護を実践

する。 

 

4）学びに向かう力、人間性 

① 看護チームにおけるマネジメントや医療安全について関心をむける。 

② 医療チームの中での看護師の役割について関心をむける。 

③ 複数の受け持ちの対象の現在の健康状況と生活行動からどのように看護が展開

されているか関心をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習場所   

JCHO 神戸中央病院 

 6 階東病棟・6 階西病棟・5 階東病棟

4 階東病棟・4 階西病棟 

 

 

実習時間  

実習オリエンテーション  1.5 時間 

 

学内実習        1.5 時間 

 

病院実習   

8：30～16:00  

6.75 時間×11 日間    74.25 時間 

8:30～16:30 

7.25 時間×1 日間    7.25 時間 

 

学内学習 

9：30～15:45         5.5 時間 

                   

評価方法 

評価基準 

＊所定時間の出席を満たし、実習中の内容を総合的に臨床実習指導者と担当教員で評価する。 

所定の評価表の評価内容、評価基準に沿って自己の達成度を確認し、評価する。 

 評価で 60点以上を合格とする。 


